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＜復活がもたらす望み＞ 

ルカ２４：１～１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、復活は    の違う希望 

   希望という言葉の重み。コロナ禍３年目。ウクライナ情勢・・・。 

  

【背景】 

イエス様に敵意を持っていた祭司長や民の指導者達は、群衆を煽り立て、不当な裁判に

かけて、イエス様を十字架刑に追いやった。受け入れがたい事実に打ちひしがれていた

弟子達や女性たち。そして、週の初めの日の明け方早く、イエス様を葬った墓にやって

きた女性たちが目にしたのは、空っぽの墓。イエス様の体は見当たらず途方にくれた。 

 

♦根幹から揺るがすような事態に見舞われた時でも変わらずに、自分を支えている

土台とはなんだろうか？ 

 

家を建てるもの達の見捨てた石、それが礎の石となった。  ルカ２０：１７ 

「礎」････家屋や橋などの柱の下に据える土台石。 

「見捨てた石」････イエス様のこと。 人々はこの土台に心を留めなかった。 

 

主のもとに来なさい。主は人には捨てられたが、神の目には選ばれた尊い生ける石です。 

彼に信頼するものは決して失望させられることがない。     Ⅰペテロ２：４，６ 



 

 

２、復活は永遠のいのちの     

 

  死がひとりの人を通して来たように、死者の復活もひとりの人を通して来たからです。すなわち、 

アダムにあってすべての人が死んでいるように、キリストによってすべての人が生かされるからです。 

Ⅰコリント１５：２１，２２ 

ひとりの人によって罪が世界に入り、罪によって死が入り、こうして死が全人類に広がった。 

ローマ５：１２ 

 

♦アダムを通して罪が入り、全人類に死が入った。しかし神はイエス様の十字架に

よる救いを通して、すべての者が生きる道を拓かれた。 

 

♦「我らの国籍天にあり」と確信を持って言えるのは、この信仰に立っているから。 

 

３、復活は     の場所 

あなたがたはなぜ生きている方を死人の中で捜すのですか。ここにはおられません。 

よみがえられたのです。 【５，６節】  

 

♦生きている方を死人の中で捜すような事を続けるなら、イエス様の復活に 

何の希望も見いだすことはできない。 

 

【アメリカの牧師の話】 

 

♦復活の力によって生かされる者となる時、どんな悲しみも、どんな困難も飲み 

込んでしまう、「死を打ち破ったキリストの勝利」を帯びる。 

 

あなたがたは、死者の中からこのキリストをよみがえらせて彼に栄光を与えられた神を、キリストに 

よって信じる人々です。このようにしてあなたがたの信仰と希望は神にかかっているのです。 

Ⅰペテロ１：２１ 

 

♦クリスチャンの信仰と希望は、キリストをよみがえらせて、彼に栄光を与え 

られた神を信じることにかかっている！ 空っぽの墓が私たちに語っている事は、

「わたしは今も生きてあなたと共にいる」というメッセージ。 

 


